
「北海道アルネット、依存症治療拠点
機関共催ZOOMセミナーの目的」

・依存症支援者のすそ野を広げ
・各地で孤軍奮闘している支援者と
のつながりを促進
・医師、看護師、ソーシャルワー
カー、医療、福祉、司法関係者など
さまざまな立場、分野から報告

「家族支援」
講師：看護師 木村直友 先生
申し込み62名
実参加者50名程度

「内容」
・CRAFT：家族支援のための認知行
動療法プログラム
・患者と援助者との良好な関係作り
・支援者同士の連携 など
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動機づけ面接とは、1983年にアメリカの
ウィリアム・R・ミラー博士とイギリス
のステファン・ロルニック博士を中心と
して開発されたカウンセリングの手法の
一つ。

依存症者の多くは「止めなければならな
い、でも止めたくない」など葛藤してい
る。

依存症治療ではしばしば飲酒をめぐり治
療者や家族と対立をする。「何度失敗し
たらわかるの！！」「酒は体に悪いから
やめなさい」

動機づけ面接は指示や命令ではなく本人
が目的（例えば断酒、糖尿病の食事制
限）を達成しようとする動機が強まって
いくようにする技法。


